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イ
ン
ト
が
も
っ
と
増
え
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も

絵
本
と
い
う
人
気
コ
ン
テ
ン
ツ

を
通
じ
て
、
お
子
さ
ま
そ
し
て

ご
家
族
で
本
に
触
れ
る
機
会
を

軸
に
僕
自
身
も
創
造
し
て
い
き

た
い
。

　

図
書
館
や
書
店
に
よ
る
地
域

と
の
連
携
で
魅
力
発
信
や
地
域

活
性
化
へ
の
取
組
も
盛
ん
に
な

っ
て
い
る
。
相
互
連
携
の
長
所

を
最
大
限
に
生
か
す
こ
と
で

人
々
が
集
ま
り
、
本
に
触
れ
ら

れ
、本
を
購
入
で
き
る
「
体
験
」

の
提
供
と
な

る
。
地
域
の

人
が
集
え
る

場
所
に
な
れ

ば
、
本
と
い

う
コ
ン
テ
ン

ツ
を
利
用
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
や

地
域
社
会
を
文
化
で
結
ぶ
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

不
易
流
行
。
変
わ
っ
て
い
る

け
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
変
わ

っ
て
い
な
い
け
ど
変
わ
っ
て
い

る
。
本
質
的
な
も
の
を
忘
れ
な

い
中
に
も
、
変
化
を
重
ね
て
本

と
一
緒
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
。

　

次
は
羽
ノ
浦
町
の
井
内
一
人

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
『
書
店
の
な
い
自
治
体
』
と
新

聞
や
メ
デ
ィ
ア
で
頻
繁
に
報
じ
ら

れ
て
い
る
。
取
り
巻
く
環
境
と
は

裏
腹
に
、
こ
の
テ
ー
マ
に
関
心
の

高
さ
を
感
じ
て
い
る
。
書
店
が
一

つ
も
な
い
「
書
店
ゼ
ロ
」
の
市
区

町
村
は
全
国
で
26
・
２
％
に
の
ぼ

る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大

時
に
は
、
お

う
ち
時
間
、

巣
ご
も
り
需

要
と
呼
ば
れ

注
目
を
浴
び
た
が
２
０
２
４
年
を

迎
え
書
店
の
閉
店
は
例
年
以
上
に

加
速
し
て
い
る
。

　

書
店
＝
本
と
出
会
う
た
め
の
場

所
。
実
際
の
店
舗
に
行
っ
て
見
て
、

手
に
取
っ
て
み
る
こ
と
で
出
会
え

る
楽
し
さ
が
あ
る
。
ま
た
、
本
に

は
作
品
を
創
作
し
て
い
る
す
て
き

な
作
家
が
い
て
、
そ
の
想
い
を
届

け
て
い
る
出
版
社
も
あ
る
。
こ
の

世
界
観
が
伝
わ
る
リ
ア
ル
体
験
が

で
き
る
場
所
。
本
と
の
タ
ッ
チ
ポ

羽ノ浦町
八百原　勝さん

奨学資金貸付申請の受付
奨学資金（無利子）の貸付を希望される方は、教育総務課へ申請して
ください。
受付期間　４月１日㈪〜30日㈫
申請方法　申請書（教育総務課備え付け）を提出してください。申請

書は市ホームページからダウンロードすることもできま
す。

貸付要件　次の要件をすべて満たす方
▶阿南市に１年以上住所を有し、または有していた方で、その者の
主たる生計維持者が阿南市に住所を有する方
▶修学意欲があり、学校長が推薦する方
▶経済的理由により就学が困難と認められる方
貸付金額（月額）　
▶高等学校（通信課程を除く・高等専門学校１・２・３年生含む）　
１万円以内
▶高等専門学校（４・５年生）、高等学校専攻科（１・２年生）　
３万円以内
▶大学、専修学校（高等課程および一般課程を除く）、省庁大学校
（規則で定められたものに限る）　６万円以内

募集人員　
▶高等学校（高等専門学校１・２・３年生含む）　５人程度
▶大学（高等専門学校４･５年生・高等学校専攻科１･２年生含む）、
専修学校、省庁大学校　12人程度

その他　今年度の新入学生以外であっても申請することができます。
また、若者の定住促進を目的に、卒業後市内に居住されてい
る方に対し、償還額の一部を免除する制度を設けています。

差別落書きを許さない‼
「差別落書き」とは、偏見や
差別に基づき、人の心を傷つ
けたり侮辱する言葉等を用い
た落書きをいいます。また「差
別落書き」を放置することに
より、見た人に新たに差別意
識を植え付け、差別を助長し
てしまうおそれがあります。
一人ひとりが「差別落書きは
悪質かつ卑劣な行為であり絶
対に許さない」という認識を
持ち、差別につながる行為を
行わないこと、見逃さないこ
とが大切です。

差別落書きを発見したら
「差別落書き」を発見した場
合は、その場で消去せず、す
ぐに人権教育課または人権・
男女共同参画課にご連絡くだ
さいますようご協力をお願い
します。

問い合わせ　教育総務課　☎22−3299

問い合わせ
人権教育課　☎22−3392
または
人権・男女共同参画課　
☎22−3094

変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
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